
































内外の教育機関 3 において、幾つかの学生間交流や異文化体験活動他 4 を組み込んだ教育プログラ












































   尚、次項では、この教育プログラムを「学習科学」における「認知的徒弟制の環境をデザインする
ための原則」との関わりからさらに述べていくが、各教育プログラムの具体的内容や実施結果につい
ては、『実践女子大学日本語教育研究会活動報告』（2010）と『実践女子大学日本語教育研究会活動





























































































































































　　　＜ 1 ＞ データの中の着目すべき語句
　　　＜ 2 ＞ それを言い換えるためのデータ外の語句
　　　＜ 3 ＞ それを説明するための語句
　　　＜4 ＞ そこから浮かび上がるテーマ・構成概念




　調査対象者は、複数の教育プログラムを経験した 9 名の実習生である。尚、この 9 名が各々参加
した教育プログラムでの参加時期、及び、名称は次のようであった。
　表 3.　実習生の教育プログラム参加時期と各名称






実習生 B ・タイ日本語キャンプ ・シンポジウム

































査は実習生の 4 年生時、つまり、表 3. の 3 年生時の後の 4 年生時に行った。各実習生の調査回数目
と実施日、及び、それが何年度卒業生であったかは、以下の表 4. に示すとおりである。
　結果として、ここでの調査対象者は、2010 年度卒業生から 2012 年度卒業生の 3 期にわたる実習
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生であったため、調査は計 3 回行った。この 3 期 3 回にわたる計 9 名の調査対象者（本稿では「実




１回目 2011 年 2 月 26 日
2010 年度卒業生：
　　実習生 A・B・C
２回目 2011 年 11 月16 日
2011 年度卒業生：
　　実習生 D






記すが、紙面の関係上、表 4. の実習生の内、実習生 A（2012 年度卒業生）、実習生 D（2012 年度卒
業生）、実習生 F（2012 年度卒業生）の各年度の卒業生 1 名ずつを例として挙げる。
（1） 2010 年度卒業生：実習生 A のストーリーライン































（2） 2011 年度卒業生：実習生 D のストーリーライン
　教員志望だった実習生 D は、1 年生終了段階では、教職と本教育プログラムでの活動に関連性や
有用性を見出せず、スキルアップには繋がらないと判断し、一時参加を断念している。しかし、先輩
からの慰留の勧めもあり、活動を継続した結果、最終年度にはその成果を強く感じるようになっている。


















（3） 2012 年度卒業生：実習生 F のストーリーライン
　実習生 F は複数の教育プログラムに参加しているが、一番印象に残ったのは「タイ日本語キャン
プ」であると回想する。それは「タイ日本語キャンプ」が実習生 F にとっての初の海外経験であった





　実習生 F は、1 年生時の本キャンプで、先輩から丁寧な指導や恩恵も受けていたので、それを後輩
に伝えなければならないと感じ、次の段階では自身が指導できる立場になろうと決心している。結果、
このことが実習生 F の後輩の成長への関心となった。それまでは自己中心的な考えであった実習生 F
が後輩のために何かするという献身的な考え方へと変わっていった姿が窺えた。
　また、中国での「シンポジウム」では、実習生 Fはサブリーダーとして組織の全体を俯瞰しながら、リー












































































































































































6 シンガポール国立大学人文科学部言語センターとの間で行っている collaborative work for ‘Company Visit 
Project’がこれに当たる。2013 年夏の実施までで計 3 回、当該センターとの間で実施している。
7 調査手順は次のようであった。
 ① 教育プログラムを行った実習生に対し、「実践能力」に関する質問紙調査（量的調査）を行う。
 ②  その中から、継続して複数の教育プログラムを行った実習生で、かつ、高い志向性を持った者を「ハイパフォー
マ 」ーと仮定し、彼らを対象に、その成長過程を明らかにするために、インタビュー調査（質的調査）を行う。
 ③  上記②での結果を踏まえ、当該実習生の成長過程を示した概念モデルを作成する。（髙木・佐藤 2011）。本
文中の図 1. がこれに当たる。




9 これは Sawyer （2006 p.42）では「認知的徒弟制」に関わる。
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今年は、K が夏休み期間中にタイに実習に行くということで、その手伝い で、ビザまずチケットの手配、 ビザの手







































14 D あと初めて企業と関わりをもったのがやはりそのシンポジウムだったので、すごく思い入れが強いです。 初めて企業とのかかわり
15 F なるほどね。じゃ、それは二年生でしょ？三年生もと言っていたけど、何か違う思いもありますか？
16 D

































































指摘による気づき、自分の対応力のなさ 責任感の欠如、他者への依存 ｢結果」 先輩への依存
29 F じゃ、やってる中で、どうしてそう思った？
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指摘による気づき、自分の対応力のなさ 責任感の欠如、他者への依存 ｢結果」 先輩への依存
29 F じゃ、やってる中で、どうしてそう思った？
30 D そうですね、帰国してからすごく反省しました。 反省 責任感を欠いた行動への反省の念 内省
